
＜ オクラ，トロロアオイの花のつくり ＞

９／２、牛久二小３年生は、学年の畑でホウセンカやオクラの観察をしました。よく特ちょうをと

らえて、観察カードをかいていましたね。今回はそのオクラと、うちで育てている、仲間のトロロア

オイの花のつくりをみてみましょう。内容は５年生理科で学習するものです。

こちらはオクラ。ア

フリカ原産、アオイ科

の作物で、エジプトで

は、2000 年前に栽培の
さいばい

記録があるそうです。

日本への導入は 1873 年
どうにゅう

だそうですが、私が子

どものころには見かけ

ませんでした。1 年草

なので、毎年、種子を

まかなければなりませ

んが、熱帯では多年草
ねったい

となり、５～６ m の高

さまで育つそうです。

こちらはよく似てい

ますが、オクラではあ

りません。中国原産で、

同じアオイ科のトロロ

アオイ。和紙を漉くの
す

にネリとして使うため

に育てていますが、花

もきれいですよね。私

は試したことはありま
た め し

せんが、花は食べられ、

ネリも筑波山のふもと

の方では、そばのつな

ぎに使っているそうで

す。果実もオクラに似

てはいますが、かたく

てまず食べられないで

しょうね。
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３学年畑のオクラ(左上)，果実と花(右)，葉を食害するフタトガリコヤガの幼虫(左下)。

稲敷市民農園のトロロアオイ（左），花と果実（右上），葉を食害するフタトガリ

コヤガの幼虫（右下）。オクラによく似ており、「花オクラ」の別名もある。



では、今回のテーマ「花のつくり」。花をよく見ると、ハイビスカスと

もよく似ていますね。雄しべや雌しべ、花弁のつき方もそっくりです。
か べ ん

あれもやはり、近い仲間なのです。どれもつくりは一緒ですが、花を解剖
いっしょ かいぼう

したトロロアオイの例でお話しします。たくさんの雄しべが合 着して筒
がっちゃく つつ

のようになり、中の雌しべを包みます。雌しべの柱 頭は５つに分かれ、
ちゅうとう

花粉を待ちます。花弁は
か ふ ん か べ ん

５枚ですが、ときどき写

真のように１枚よけいに

ついていたりします。雌

しべのつけ根の子房を切
し ぼ う

ってみると、５部屋あり、

種子の赤ちゃんが入って
し ゅ し

いました。

【理科支援員 宮内】

トロロアオイの花の解剖(上)，雌しべの柱頭(中左)，雌しべを包む雄しべ(下左)，

柱頭についた花粉(中中，中右)，雌しべの子房断面(下右:５部屋に分かれている)


